令和3年度第1回　金沢大学つるま同窓会評議会　議事録

日時：令和3年12月23日（水）17:00～18:00
場所：Web会議（Zoom）
出席者：大貝和裕、浅田優也、松原孝祐、田中正二、菊池ゆひ、
稲岡プレイアデス千春、北川麻衣、斎藤瑠華、髙橋裕太朗、多々見鈴果、
土屋紗由美、堀口智美、松﨑太郎、向井加奈恵（順不同・敬称略）
委任状提出：鏡真美、小西佳世乃、關谷暁子、長屋聡美、間所祥子、水谷明日香
（順不同・敬称略）

· 会に先立ち、会議費の不支給について諮問し、承認された。

【報　告】
(1) 令和3年度卒業生（現4年生）の会費納入状況
首題の件について（看 64/92 放 33/44 検 26/42 理 13/19 作 11/19）報告があった。また、未加入者については国家試験受験票配布の際に再度連絡する予定であることが報告された。

(2) 同窓会名簿の提供（看護「翠の会」）について
首題の件について、大学病院看護部における本学看護学専攻出身者の会（翠の会）より同窓会名簿の照会依頼があり、書面によって申し込みがあったため、会長他2名の役員の承認を経て、19期から22期の看護学専攻卒業生名簿を提供したことが報告された。

(3) 学友会役員の選出について
首題の件について、令和3年10月から令和5年10月期の本学学友会役員について、副会長に大貝、理事に松﨑太郎先生がそれぞれ推薦され、10/30の役員総会で承認されたことが報告された。

(4) 令和2年度決算について［資料1］
　首題の件について、田中先生より令和2年度の決算報告があった。松﨑先生より多額の赤字について照会があり、20周年記念誌事業の支出が影響しており、一時的なものである旨田中先生より説明があった。この報告について、異議なく了承された。


【協　議】
(1) 令和3年度予算案について［資料2］
　首題の件について、田中先生より令和3年度の予算案について提示があった。大貝より赤字の大きさについて照会があり、入会者の少なさが影響している可能性があることが説明された。なお、計算に一部誤りがあったため、田中先生に修正を依頼した。この予算案について、異議なく了承された。

(2) 令和3年度組織(同窓会運営委員の変更)について［資料3］
首題の件について、看護学専攻における協力教員の追加と運営委員の変更について提案があり、異議なく了承された。評議会内ではその他の変更について提案はなかった。

(3) 同窓会会則・会則附則の改正(返金規程)について［資料4］
首題の件について、準会員の会費に関する取扱いと、準会員に対する返金の規程を会則や附則に取り入れる改正案が提案された。改正案そのものと、次回総会にて改正案についての決を採ることについて、評議会内では異議なく了承された。松﨑先生より総会開催の可否について照会があり、会則が変更されており総会開催には影響がないことが大貝より説明された。なお、評議会後に「離婚があり得ることも考えると、婚姻等により同一生計となった場合の特例部分は削除してもよいのではないか」との意見があり、これについては会計担当役員とともに継続して審議することとした。

(4) 同窓会における，大学院修了生の扱いについて
学部・学類卒業生だけではなく、大学院修了生の入会やフォローアップを図る必要があるのではないかということが宮地保健学系長より提案されたことを受け、首題の件について審議した。松原先生からの「入会者数を増やすという目的のためにも、大学院生にまで入会の間口を広げることはよいのではないか」という意見を筆頭に、大学院修了生も積極的に同窓会に参加してもらうことについて異議なく了承された。なお、具体的な方法については後ほど決定していくこととした。

(5) 同窓会ウェブサイトの刷新について
　首題の件について、同窓会ウェブサイトが作成されてから14年経過することもあり、新しいウェブサイトを構築することについて諮り、異議なく了承された。菊池先生より管理の仕方について質問があり、全体の構成やセキュリティについては業者に依頼し、更新頻度の高い活動報告などのページはコンテンツ管理システム（CMS）を利用するなど、柔軟な運用としたいことが大貝より回答された。

(6) 事務局からの要望・報告事項について［資料5］
首題の件について、報告事項についてはすべて異議なく了承された。要望事項について、メーリングリスト更新や評議員名簿の更新については実施することとした。事務局非常勤職員の人件費について後援会で不足する場合に同窓会が補助すること、封筒の印刷についても異議なく了承された。
なお、要望事項として上げられていた「同窓生名簿の更新」については、実施の必要性について松﨑先生より発言があり、具体的な方法については今後検討することとした上で名簿更新にむけて動き出すことが異議なく了承された。


【その他】
次回評議会について、議案があれば2022年3月頃に開催することとした。

以上

文責　大貝和裕
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